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主
な
内
容
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平成28年 環境未来都市

北九州市

©ていたん＆ブラックていたん,北九州市

各種申請手続き、市政について
北九州市コールセンター 

☎671-8
ハ イ ハ イ

181 年 中 無 休
8時〜21時

3/ 1

［人口］　95万8215人
世帯数 43万10世帯
※上記は平成27年9月1日現在の数値
です。国勢調査の集計結果が判明しだ
い最新の情報を掲載します。

夜間・休日の病気やけがについて
テレフォンセンター 

☎522-9999
家庭の粗大ごみの収集申し込みについて
粗大ごみ受付センター

☎592-5300
http://www.sodai-kitakyushu.net/
ホームページからも申し込み可

日常生活の安全・安心について
安全・安心総合相談ダイヤル

☎582-2428
月〜金曜日（祝・休日は除く）の9時〜16時 

本紙は古紙パルプを
含む再生紙を使用し
ています。

特集「東日本大震災」… ………………………………………………………………… 123
トピックス　「254人・2団体が北九州市表彰を受賞」など…………………………………… 4
好きっちゃ！ 北九州　ひまわり「北九州市立大学准教授 山本浩二さん」など……………… 5

※最終ページは若松区の情報

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年

さ
ら
な
る
復
興
に
向
け
て

被
災
地
へ
の
支
援
活
動

　

本
市
で
は
、震
災
直
後
の
平
成
₂₃
年

３
月
₁₄
日
に「
東
日
本
大
震
災
支
援
本

部
」を
設
置
し
、被
災
地
に
対
し
義
援
金

や
救
援
物
資
の
提
供
を
始
め
と
し
た
、さ

ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、複
数
の
被
災
自
治
体
へ
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
し
た
が
、次
第
に
相
手

先
を
絞
っ
て
積
極
的
か
つ
継
続
的
な
支

援
活
動
を
行
う
べ
き
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、本
市
で
は
、「
製
鉄
の
ま
ち
」

と
し
て
の
共
通
点
を
持
ち
、震
災
以
前
か

ら
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
連
携
し
て

き
た
釡
石
市
に
支
援
を
集
中
す
る
こ
と

と
し
、同
年
８
月
１
日
に「
北
九
州
市
・

釡
石
デ
ス
ク
」を
釡
石
市
役
所
内
に
開
設

し
ま
し
た
。

　
こ
の「
支
援
先
自
治
体
を
特
定
し
」「
現

地
に
常
駐
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
」と
い
う
本

市
の
支
援
方
式
は
、全
国
的
に
も
珍
し
い

試
み
で
し
た
。

　

本
市
で
は
釡
石
市
に
対
し
、避
難
所

運
営
支
援
や
災
害
廃
棄
物
処
理
な
ど
、

復
興
計
画
の
策
定
や
実
施
の
た
め
、こ
れ

ま
で
３
９
４
人
の
市
職
員
を
派
遣
し
て

き
ま
し
た
。

　
派
遣
職
員
は
釡
石
市
の
担
当
者
と
協

力
し
な
が
ら
、現
地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
と

釜
石
市
の
つ
な
が
り

　
本
市
と
釡
石
市
に
は
、昨
年
7
月
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、造

船
、石
炭
産
業
」の
構
成
資
産
が
あ
り
ま

す
。近
代
製
鉄
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ

る
釡
石
市
の「
橋
野
高
炉
」を
建
設
し
た
、

盛
岡
藩
士
・
大
島
高
任
の
長
男
・
道
太

郎
が
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
初
代
技
監
を

務
め
る
な
ど
、両
市
に
は
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
3
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、宮

城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
沖
を
震
源
と
す
る
、日
本
周
辺
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大

規
模
の
地
震（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9・0
）で
し
た
。こ
の
地
震
や
津
波
な
ど
が
原
因
の

災
害
を
ま
と
め
て
東
日
本
大
震
災
と
呼
び
ま
す
。そ
の
被
害
は
、28
年
1
月
8
日
現

在
で
死
者
・
行
方
不
明
者
が
1
万
8
4
5
7
人
、建
物
被
害（
全
壊
・
半
壊
の
合
計
）は
、

39
万
9
6
1
7
戸
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。本
市
が
支
援
活
動
を
続
け
る
岩
手
県
釜
石
市

で
も
死
亡
者
数
は
8
8
8
人
、行
方
不
明
者
は
1
5
2
人
を
数
え
た
ほ
か
、住
宅
家
屋

総
数
1
万
6
1
8
2
戸
の
29
%
に
当
た
る
4
7
0
4
戸
が
被
災
し
ま
し
た
。今
回
は
、

発
災
か
ら
5
年
が
経
過
す
る
釜
石
市
の
復
興
状
況
を
、本
市
の
支
援
活
動
を
中
心
に

特
集
し
ま
す
。

世界文化遺産：橋野鉄鉱山・高炉跡

震災直後の
釜石市内

現在の
状況

特
集
　
東
日
本
大
震
災

【この特集に関するお問い合わせ】　危機管理室危機管理課 ☎582・2110


